申請日　　　　年　　月　　日
立替経費精算書（領収書を取得できない場合）
（注意）この様式はインターネット取引等で「領収書（レシート）」を取得できない場合のみ
提出が必要になります。
	所属
	教職員番号
	氏名（自署の場合、押印不要）

	
	
	
	印

	

	発　注　内　容
	納品日（または取引日）

	□書籍（　　　冊）⇒購入した書籍名がわかる資料を必ず添付してください。
□学会費
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	年　　月　　日

	
	金額（外貨利用金額）

	
	

	
	金額（日本円）

	
	
	円

	領収書を取得できない理由

	 □領収書を取得できないインターネット取引のため

 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）


【補助資料の添付】
・調達物件/支払目的、納品日/取引日、金額が確認できる資料を添付してください。
・①～③だけでは発注内容の詳細がわからない場合、④その他として別途資料を添付してください。
・添付の有無について□にチェックしてください。
☆納品物がある場合（書籍等）
□　①ＰＣでの取引画面のハードコピー（インターネット取引の場合に必要です。）
□　②納品書　又は　配達記録（宅配伝票、荷札、送り状等） 
□　③クレジットカード利用明細書のコピー<※>
（海外取引の場合のみ必要です。国内取引の場合は添付する必要はありません。

個人情報に該当する部分は消去してご提出ください。）
□　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☆納品物がない場合（学会費の支払い等）
□　①ＰＣでの取引画面のハードコピー（インターネット取引の場合に必要です。）
□　②支払内容がわかるもの（請求書等）

□　③クレジットカード利用明細書のコピー<※>
（海外取引の場合、または①～②に取引日が明記されていない場合に必要です。
個人情報に該当する部分は消去してご提出ください）

□　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

<※>海外との取引でクレジットカードを使用した場合、利用明細書に記載された円表示の利用金額をもって精算します。ただし年度末の使用で、利用明細書の到着が翌会計年度となってしまう場合で、当該会計年度内の支出としなければならないものについては、納品日（または取引日）の前月末日の為替レート(ＴＴＳ)で円換算して精算します。
-------------------------＜以下、所属事務所にて使用＞---------------------------
	備考欄
	
	補助資料添付確認欄
	□


(2010.9改訂)













